（様式第１号）

地域産業振興施設立地計画申請書

令和　　年　　月　　日
（宛先）福岡市長

申請者　
住所

氏名（法人の場合は名称及び代表者の氏名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　福岡市市街化調整区域地域産業振興施設の立地に関する実施要綱第３条の規定に基づき、本申請書を提出します。

　　なお、当該建築物が許可された場合には、同要綱第８条に基づく事業の報告を行うことに同意いたします。

１　事業者名及び事業所所在地

	事業者名
（法人の場合は法人名および代表者名）
	

	事業所所在地
	

	連　絡　先
	担当者
	

	
	電　話
	
	ＦＡＸ
	

	
	E-mail
	


２　建築物等の概要
	立地予定地
	

	建築物用途
	

	区　　分
	自己所有・　賃借　　　　　
	工事種別
	新築・増改築・用途変更

その他（　　　　　　）

	敷地面積
	　　　　　　　　　　㎡
	延べ面積
	　　　　　　　　　　㎡

	道　　路
	公道・私道（幅員）　　ｍ　　　　　　
	ガ　　ス
	都市ガス・プロパン

	上 水 道
	有・無（　　　　　　　）
	下 水 道
	有・無（　　　　　　　　）　　　


　　※下記資料を添付してください。

　　 ・予定地の位置図（近隣の状況等が分かるもの）、字図、登記事項証明書（登記簿謄本）
　　　・現地写真（予定地とその周囲の状況が分かるもの）
　　　・建築物のイメージ図、構想等
３　事業概要等　

	(1)事業種別

	※該当するものに〇を記載

飲食店、直売所、休憩施設、宿泊施設、体験・交流施設
観光案内所、土産物屋

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	(2)事業概要

	【どのような地域資源を活用し、どのようなターゲットを対象とした事業を実施するのか】
（記入例）
・地元の農産物○○をメニューに取り入れ、若者をターゲット

にした自然食レストラン
・地域の観光資源である○○の魅力を発信し、観光客を呼び込
む土産物屋　　　　　　　　　　　　　　　　　　等
【その他、コンセプト、事業実施の内容、雇用計画、PRポイント】※自由記載
（記入例）

・飲食店のコンセプト

・従業員の雇用計画（地域住民○名を雇用）
・地元農産物の仕入れ方法の工夫
・想定するターゲット層へのアプローチの方法　  　　　等
【当該地域で事業を実施する必要性】

（記入例）

　・地域の特産品である○〇を加工するためには、収穫後、す
ぐに加工する必要があり、当該地域での立地が必要不可欠
である。　
・地域の農産物である○○などを効果的にＰＲするためには、
採れたての農産物を新鮮な状態で商品として提供する必要

があり、当該地域内で販売することが必要不可欠である。

　　・「○○産の農産物」をブランド化し、地域外の観光客を呼び

込むためには、当該地域内で事業を実施することが必要不可
欠である。
【周囲との調和について】

　※地域住民への配慮、周辺の農地や自然環境との調和の考え方などを自由に記載


	(3)事業実施により期待できる効果

	【寄与する分野】※主たるものを選択
□地域の農林水産業の振興への寄与
□地域の観光資源活用による集客促進への寄与
【事業実施により、当該地域に貢献できると考えること】
※別紙審査基準に掲げる事項のうち、特に当該地域に貢献できると考える事項について具体的に記載

（記入例）
・地元の農産物○○を活用したメニューを提供することにより、地元農産物のＰＲや販路拡大につながる。
・飲食店スタッフに地域住民を雇用する予定であり、地域の雇用促進に貢献できる。
　　・地域の特産品である○〇を生産、６次産業化し、販売することにより、農家の所得の向上につなげる。

・地域の観光資源である〇〇を用いた商品を開発、販売することで、地域の魅力を向上させ集客促進につなげる。


	(4)事業実施
スケジュール
	【開発行為等の手続き完了後から、事業開始（開業）までの
スケジュール】

（記入例）

・〇年〇月　土地造成等開始
・〇年〇月　土地造成等完了

・〇年〇月　建築開始

・〇年〇月　建築完了

・〇年〇月　開業


	(5)特記事項
	【福岡市開発審査会附議基準各号ただし書きに該当する場合は
必要性等を記載】

（記入例）

・予定建築物の敷地規模が●●㎡と1、000㎡を超えるが、来年度、敷地内に宿泊施設を建設する予定であり、敷地全体を活用し事業を展開するためには必要である。



